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  大西さとし 市議会だより 
高松市議会 平成 31 年 

第 1 回（３月）定例会の報告 
 

 

◆第１回(３月)定例会 
高松市議会は、３月４日から 25 日までの 22 日間の日程で、平成 31 年第１回定例会（３月議会）

を開催し、平成 30年度一般会計予算など 112議案を可決し、平成 30年９月定例会より継続審査とし

ていた工事請負契約の議案と、今期提出された議員提出議案３件をそれぞれ否決としたほか、陳情３

件を不採択とし、人事案件６件に同意しました。 
 

◆消費税率引上げに伴う「幼児教育の無償化」 
本年 10月からの消費税率引上げに伴い、本年 10 月から、保育所等を利用する３歳から５歳までの

児童、及び０歳から２歳までの住民税非課税世帯の児童の利用料を無償とする「幼児教育の無償化」

が行われます。 

本市では、市単独多子減免事業として、同時に在園する「第２子」の利用料を無償化（国基準では

半額）、同時の在園ではない「第３子以降」の利用料を無償化（国基準では半額）しています。 

同時に在園する対象年齢が、０歳から５歳児内から０歳から２歳児内に見直されるものの（３歳か

ら５歳までが無償化されるため）市単独多子減免事業は存続し、子育て世代支援を行います。 

◆子どもの医療費助成「通院医療費の無償化を中学校卒業まで拡大」 
  消費税率引上げに伴う幼児教育の無償化により、本市における市単独の保育料等多子減免の事業費

が減少し、一定の財源が確保できる見通しとなったことから、2020 年度から通院医療費の無償化助

成の対象年齢を中学校卒業まで拡大する方針が示されました。 
 

これからも、市民の皆様が、夢や希望を抱き続けることが出来るよう、全身全霊で

取り組んで参る所存でありますので、引き続きのご支援、ご協力を賜りますようお願

い申し上げます。 
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一般会計の当初予算規模が、１,５３９億円 

（１）一般会計の当初予算は、対前年度比６億円（０．４％）の増 
●「第２期まちづくり戦略計画」登載の重点取組事業等の積極的な推進 

   ・待機児童解消対策に加え、切れ目のない子育て支援施策の展開 

   ・共生社会ホストタウンとしてユニバーサルデザインのまちづくりの推進 

   ・創造都市高松としてのまちの魅力や高松への愛着と誇りの醸成 

   ・コンパクトプラスネットワークのまちづくりに向けた交通ネットワークの再編 

●一般会計の当初予算規模は、消費税率引上げ等の影響により、３年ぶりの増 

（２）重点取組事業は、１２６事業・１６７億円を計上 

（３）プライマリーバランスは２年連続の黒字 

（４）骨格予算としての編成であるが財源不足のため基金を取り崩す状況 
 

 

 

 

 

 

重点と仕組事業は１２６事業・１６７億円を計上 

●健やかにいきいきと暮らせるまち 

  ・妊娠期から子育て期にわたる様々なニーズに対する切れ目ない支援 

  ・幼保連携型認定こども園への移行に向けた整備 

  ・放課後児童クラブの運営や民間クラブの支援 

  ・私立保育所等への保育士の就職支援 

  ・地域生活課題の解決に向けた包括的な支援体制づくりの推進 

  ・ユニバーサルデザインの啓発 

  ・手話についての理解の増進や多様なコミュニケーション手段の普及・利用の促進 など 

●産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち 
・瀬戸内国際芸術祭 2019の開催 

・東京 2020オリンピック・パラリンピックの関連事業の推進 

・屋島活性化推進事業 など 

●環瀬戸内海圏の中核都市としてのふさわしいまち 
・ことでん新駅整備関連事業の推進 

・ＪＲ端岡駅の周辺整備 など 

 

１． 平成 31 年度当初予算の特色 

３． 重点取組事項 

２． 予算規模 

 

私の約束！ 
現在、本格的な人口減少、少子超高齢社会を迎えるなか、多くの若者が大都市圏での生

活を選択することにより、地方では地域社会や経済を支える人材の不足や、消費市場の縮小

など、持続可能な社会を構築するうえで極めて重要な課題に直面しております。 

これら課題を克服するのは、夢や希望を抱くことができ、人にもまちにも活気が溢れ、若者

から選ばれるまちを創造していかねばなりません。 

新たに始まる時代において、「人」が輝き、「まち」が輝く「輝く創造都市、高松」をみなさまと

共に創造することで、世代の責任を果たしてまいります。 

４つのテーマ！ 
◆子育てしやすい高松、子どもが健やかに成長できる高松 

 保育所、放課後児童クラブにおける待機児童の早期解消など、子育てニーズに沿った支援に努めます。 

 一校区一公園の早期実現と公園設備の充実により、安全・安心な子どもの遊び場・居場所の提供に努め

ます。 

 子どもたちが犯罪に巻き込まれない、手を染めないための教育・見守りの充実や、通学路の安全対策の推

進により子どもたちの安全確保に努めます。 

◆誰もが安全・安心で健康に暮らせる高松 
 支援が必要な状況に陥った際に、早期に適切な相談や支援を受けられる包括支援体制の充実に努めま

す。 

 ユニバーサルデザイン、施設や心のバリアフリーを推進し、共生社会の実現に努めます。 

 頻繁に交通事故が発生している場所等への事故防止対策の実施により交通安全の確保に努めます。 

◆充実した雇用の高松、若者から選ばれる高松 

 ワークライフバランスや、女性活躍を促進に向け、企業支援制度の充実に努めます。 

 若者の雇用安定や企業の人手不足の解消に向け、雇用のミスマッチ解消や、早期離職の抑制支援に努

めます。 

 若年者雇用の創出や、起業しやすい支援の充実により UJI ターンの促進に努めます。 

◆活気にあふれ持続可能な高松 
 歴史的・文化的施設などの観光資源を最大限に活用するとともに、サイクルツーリズムやウォーキング観光

など、新たな観光資源を創造することによる観光振興に努めます。 

 連携中枢都市として周辺市町との連携強化や、国内外の他都市との連携により交流人口、関係人口の

増加に努めます。 
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